













































































のことでしかなかった（８）」、というふうに。一般的に、社会学では « don » という語に「贈与」
という訳語が与えられているが、その分野で「贈与（don）」 は一方的な無償の行為ではない。贈
与を受け取った側は何かを返したいと望み、贈与した側もそれを期待することで、双方的なつな
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に加え、作品を受け取る者同士の横の関係性


























































































（１）Cf. Albert Camus, Le Mythe de Sisyphe, tome I ［1931-1944］, Gallimard, coll. « Bibliothèque de la Pléiade », 
2006, p. 219：「しかし、同時に、これまでは結論と考えられていた不条理が、このエッセイでは出発点と見な
されている、ということを書き留めておくのは有益であろう。」以下、カミュの著作からの引用は、全て新し





ル・カミュ作品における « nous » の出現──」（『早稲田大学大学院文学研究科紀要』、早稲田大学大学院文
学研究科、第64輯、2019年、303-311頁）を参照されたい。
（３）L’Homme révolté, III, p. 71.
（４）Ibid., p. 282.
（５）Ibid., p. 79. 同様の考えは、たとえば、カミュが1957年にノーベル賞を受賞した際に行った演説においても述
べられている。そのため、『反抗的人間』以降のカミュが、こうした考えを一貫して持っていたと推察できる。










（７）« Préface aux Îles de Jean Grenier », IV, p. 624.
（８）Ibid., p. 623.
（９）Voir Marcel Mauss, Essai sur le don : forme et raison de l’échange dans les sociétés archaïques, 2e édition, 






のなかにある無限への要求が生じる」（Maurice Blanchot, La Communauté inavouable, Minuit, 1983, p. 30）。











の思想からコミュニケーションを受け取ること」であると見なしていた。Voir Marcel Proust, « Journées de 
lecture », in Contre Sainte-Beuve, Gallimard, coll. « Bibliothèque de la Pléiade », 1971, p. 174. その点において
カミュの見解とは異なっている。
（14）L’Envers et l’Endroit, I, p. 35.
（15）Brian T. Fitch, Le Sentiment d’étrangeté chez Malraux, Sartre, Camus et S. de Beauvoir : « étranger à moi-





（17）« Pour Dostoïevski », IV, p. 590.








（19）Le Mythe de Sisyphe, I, p. 256.
（20）Voir Carnets, II, p. 1082：「ネメシス──節度の女神。節度を超える者は皆、情け容赦なく撃ち殺されるだろ
う。」Voir également Carnets, IV, p. 1093：「I.『シーシュポスの神話』（不条理）── II.『プロメテウスの神話』
（反抗）── III.『ネメシスの神話』。」
（21）Carnets, II, p. 1073.
